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目的

日機装社製多用途装置ＤＣＧ-０３型への全台

更新に合わせて、従来の塩素系消毒方法から

熱湯クエン酸消毒へ変更したので消毒効果と

装置への影響を比較検討した。
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検討項目１ 熱湯クエン酸の消毒効果について

≪対 象≫ 日機装社製循環加温ユニットDRH-45Cを導入した透析液
供給装置DAB-30E（１系）、DAB-40E（２系）、
DCG-03（７０台）

クエン酸消毒剤（AMTEC社製 Citrix-50H）を使用
し、約９２℃に加温後DCG-03（70台）に90分間消
毒洗浄後、ETRF前後の透析液ET値と細菌数をクエン
酸消毒前の塩素系消毒剤（AMTEC ECO）と比較した。

≪方 法≫

評価場所 ・・・ １系・２系ループ配管の始点、中点、末端

○透析液ＥＴ値の推移 ・・・ ETRF 前・後
WAKO ToxinometerMT-5500 (検出限界感度 0.1187EU/L)

○細菌検査 ・・・ ETRF 前・後
ＭＦ（メンブレンフィルター法 CFU／100ｍｌ）

≪検討項目≫

○LRV値・・・細菌対数低減率、ET対数低減率
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検討項目１ 消毒効果について 結果

≪塩素系消毒 1系≫
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検討項目１ 消毒効果について 結果

≪塩素系消毒 2系≫

検討項目１

Shinonoi General Hospital
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検討項目１ 消毒効果について 結果

≪ETRF前 ET値≫
≪熱湯クエン酸消毒方法≫

検討項目１ 消毒効果について 結果
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検討項目１ 消毒効果について 結果

≪熱湯クエン酸消毒方法≫
≪ETRF前 細菌数≫
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≪熱湯クエン酸消毒 1系・２系 ETRF 前・後（4カ月後）≫

検討項目１ 塩素系消毒との比較
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検討項目１ 塩素系消毒との比較

≪熱湯クエン酸消毒 １・２系 ETRF前・後（４カ月後）≫
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検討項目１ 塩素系消毒との比較

ET LRV

始点 LRV＞計算値

中点 LRV＞計算値

末端 LRV＞計算値

≪塩素系消毒1系 ET LRV≫ ≪熱湯クエン酸消毒１系 ET LRV≫

2ヶ月後 ３ヶ月後 ４ヶ月後

始点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

中点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

末端 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

≪塩素系消毒２系 ET LRV≫

ET LRV

始点 LRV＞計算値

中点 LRV＞計算値

末端 LRV＞計算値

≪熱湯クエン酸消毒２系 ET LRV≫

2ヶ月後 ３ヶ月後 ４ヶ月後

始点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

中点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

末端 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値
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検討項目１ 塩素系消毒との比較

生菌数 LRV
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≪塩素系消毒1系 生菌数 LRV≫ ≪熱湯クエン酸消毒１系 生菌数 LRV≫

2ヶ月後 ３ヶ月後 ４ヶ月後

始点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

中点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

末端 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

≪塩素系消毒２系 生菌数 LRV≫
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末端 -0.4771
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始点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

中点 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値

末端 LRV＞計算値 LRV＞計算値 LRV＞計算値
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≪方法≫

≪検討項目≫

DBG-03 AMTEC ECO ＋ サンフリー① Ａ群

熱湯 92 ℃ ＋ Citrix－50HDBG-03② Ｂ群

≪対象≫ 対象は昨年新規導入したDBG－03（日機装社製
個人用透析装置）、4台とする

検討項目２ 装置内部配管材料への影響

検討期間１年（６．９．１２カ月毎）

装置内部配管材料の変化

○ カスケード・ポンプの消耗部品判定

・ポンプヘッドのサビ付着度

○ 背圧弁の消耗部品判定

・ダイアフラムの表面劣化度
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結果－装置内部配管材料の変化

≪カスケードポンプヘッドのサビ付着度≫

A-２

実施前 ６ヶ月後 ９ヶ月後 １２ヶ月後

A-１

Shinonoi General Hospital

塩素系消毒



結果－装置内部配管材料の変化

≪カスケードポンプヘッドのサビ付着度≫

実施前 ６ヶ月後 ９ヶ月後 １２ヶ月後

B-１

B-２

Shinonoi General Hospital
熱湯クエン酸消毒法



結果－装置内部配管材料の変化

≪ダイアフラム正面劣化度≫

実施前 ６ヶ月後 ９ヶ月後 １２ヶ月後

A-１

A-２
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塩素系消毒



結果－装置内部配管材料の変化

≪ダイアフラム正面劣化度≫

実施前 ６ヶ月後 ９ヶ月後 １２ヶ月後

B-１

B-２
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熱湯クエン酸消毒法



考察①

熱湯クエン酸消毒の4カ月後ＥＴ値は塩素系消毒
と比較しても有意差は認められなかったが、2系
の熱湯消毒開始後ＥＴ値では、一時的に上昇がみ
られた。これは装置内部に付着していたバイオ
フィルムが熱湯クエン酸開始時に配管内部から剥
離された可能性があるため一時的に値が上昇した
と考えられる。

細菌数は、経時的に減少がみられた。これは熱伝
導により、塩素系消毒では行き届かない配管連結
部のデッドスペースなどにも熱湯消毒効果があっ
たと考えられる。
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考察②

装置内配管材料への影響について、従来の塩素系消
毒薬は金属部品をサビさせてしまう特徴があったが、
今回使用したクエン酸系消毒液では金属に対して腐
食性が低いため、サビの発生を抑えられたと言える。
また、酢酸系水溶液ではゴム類部品が膨潤すると言
われているが、今回のクエン酸の検討では認められ
なかった。

塩素系消毒と熱湯クエン酸消毒でのET値、細菌数の
LRV値は「LRV＞計算値」だった。しかし、上流ラ
インの原水を始めRO装置、溶解装置、供給装置な
どのハードウェアの装備、管理により各バイオバー
デンを知り、安全性を担保するシステム作り（バリ
デーション）が必要であると言える。
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結 語

Shinonoi General Hospital

熱湯クエン酸消毒は、従来の塩素系消

毒方法よりも装置および環境にやさし

い、これからの清浄化対策として有効

な消毒方法である。


